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今から25年前、1994年の２月17日、新宿駅から
都庁へと続く４号街路で、東京都と特別区による初
の「路上生活者対策」が、「強制排除」として行わ
れた。
時は鈴木都政末期。有楽町から西新宿への都庁移

転は彼の功績であるが、皮肉にもその都庁へ続く歩
道を改修＝車道と歩道に壁を作り、歩道側を単体の
トンネル状にした結果、そこが暖が取れ、雨露凌げ
ることもあり、路上生活の人々がいつしか集まり始
めていた。
時代はバブル崩壊期。日雇労働市場や建築飯場や

ら、サービス業末端の住込寮やらから、仕事を干さ
れた不安定就労者（底辺下層労働者と我々は呼び、
その流れで野宿労働者と語ったが）が回り回ってこ
の街にたどり着き、その数、当時の資料を見てみて
も西口地下だけで270名前後（92-93越年報告パン
フ「路上から撃て」より）。通行人やら商店街やら
から都への苦情が殺到し、そこを通行するのはほと
んど都庁職員だけであったこともあり、東京都の職

員組合なども「これはちょっと」「何とかせなけれ
ば」と議論を開始した頃でもある。
この２月17日の「事件」から、1996年１月24日

再びの「強制排除」に到る一大「騒動」（「動く歩
道」問題）を経、その刑事裁判で、東京都の瑕疵を
司法が初めて指摘し、異例なことに、排除ではない
対策を強く求めた97年3月の「村瀬一審判決」に到
り、ここに来て初めて東京都は、「強制排除」のプ
ランを、もはやこれは時代遅れと懐にしまうことと
なる。
長き３年余でもあった。まあ、我々、活動家連中

も若かったし、おじさん達も平均年齢52.5歳(連絡
会パンフ「新宿homeless」より）と、こちらも若
かった。

今の人々は不思議に思うかも知れないが、この国
の人権意識なんてものははそんなもので、何かがあ
って初めてそんな風になるのであり、無宿の時代か
ら人に非ずと差別され、無視されて来た人々が、有
無を言わせぬ強制力により仮小屋を奪われたり、夜
露に放り出されたりするのは、時代劇の話ではな
く、昭和の時代も続いていたし、平成の最初の頃ま
ではそうであった。
まあ、差別と云うのは根深いものなので、今でも

そうであるとも言えるのであるが、少なくとも行政
レベルにおいては、「強制排除」を対策のメインに
置くことは今はない。
「排除と収容」「環境浄化」と云う問題は、この

３年余りの攻防の結果、東京都的には結論が出、終
わりを告げ、その後は自立支援の制度政策の問題へ
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分からないし、当人からすれば「もっと」となるの
は当たり前であるからしてニーズと云うのは難しい
となる。

新宿の路上生活者の数も減った。連絡会史上、最
低のラインを更新し続けている。また、これ以上増
える根拠は今のところ見当たらない（若いのは、過
酷な路上生活ではなく、お金があれば、仕事があれ
ばネットカフェの傾向となるのは、ある意味当然か
も知れない）。
ならば、それに見合った形で我々の活動も、もっ

と変えていかねばならない。それが、応急援護の
「必要な人々に必要限度の量だけ」「多すぎず、か
と言って少なくもなく」であり、数や量が少なくな
っても、そこに「希望」さえあれば、それは、それ
で良いとは思うのである。
今、人や物をあてがうべきは、路上よりも、（戻

ってこないよう）路上より上のところであるべきで
あろう。

担い手が少なくなるのもこれは、対象が少なくな
っている以上、避けられないことである。それでも
人が必要ならば、それこそ雇っていくしかないであ
ろう。ボランティアの力とは、それこそ、限定的で
しかない。

冬の応急援護の柱は、単純明快、健康であり、そ
のためには防寒である。お喋りではない。

携帯カイロの配布量を例年よりも増やした。この
冬（12月から２月）の携帯カイロ配布数は4320
枚。これでも基礎数を200とすれば一人あたり21枚
であり、毎日は使えるものではないが、他の教会系
団体も配っておるので、少しはタシにはなったであ
ろう。
おにぎり配布は越年期に１度だけであった（毎週

日曜日はもちろん続けている）が、その代わり携帯
に便利で栄養価もある「カロリーメイト」の配布を
この冬から戸山公園を中心に始めている。こちらは
４本入りのものを840箱、この冬提供をしているの
で、栄養補助にもなっただろう。
毛布の配布も駅中を台車に乗せて渡して歩く新種

のパトロールも実験的に３回行った。これにて60
枚の毛布は提供し、防寒着も関ビル一極配布を改善
し、おにぎり出発地での配布へと変更をしている。　
イベントは例年通りの質と量で行い、ついでに大

と昇華されて行く。あの暴れん坊の我々も、そして
おじさん達も、色々な寮や施設やアパートや団地に
入り、その中で「改善、改善」が始まり、排除とセ
ットでなければ自立支援センターをどんどん作れ、
仕事につながる対策をしろ、果てまた、法律まで作
れと、そんなかんだで、「ホームレス自立支援法」
が制定され、全国規模で「ホームレス対策」が開始
されてから、早15年。

……
毎号訃報を告げるのは心中穏やかではないのであ

るが、この時代を共に歩み続けて来た斎藤さん
（74）が亡くなった。東京の西の下町である品川
の豊町の底辺の家に生まれ（この近辺、高層ビルが
建ち並び、大きく変わった下町の一つである）、そ
んな環境なものだから、いつしかグレ、「新宿愚連
隊」にも出入りし、ちんぴらにもなり、手配師にも
なり、現場にも出、そこで労災事故にあい、左腕を
失い、その補償の金は兄弟に騙され取られ、金もな
く、やはり新宿に戻って「やくざもの」なのに何故
か、俺らの周りにいた不思議なおじさんであった。
デモには必ず居た。炊き出しにも必ず居た。越年に
も必ず居た。

その斎藤さんや、先に亡くなった、これまたいつ
も連絡会の周りにいた荒井さんが居ない初めての越
年が、25年後の越年であった。
誰もが気がつかないが、おじさん達を組織しなが

らここまで来た連絡会の歩みを知る物だけは、どこ
か悲しみに暮れている。

まあ、当時とは変わった。いや、変えていってし
まっただけなのかも知れない。

……
「必要な人々に必要な限度の量だけ」。応急援護

の難しさはそこら辺でもある。山ほど置いておけ
ば、それに殺到し、全て持ち去る。これは当事者を
非難しても仕方がない。仕組みをそうしてしまうが
故に、そのような性分を発揮できる土壌が出来てし
まうだけで、「タダより怖いものはない」と言われ
る所以である。
相互扶助関係の互酬性と云うものには、その昔か

ら指摘され、着目して来たつもりであるが、その善
かれと思う分量は、こんな長くやっていても、そん
なものは、なかなか数値化できないし、経験でしか
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晦日対策（終電がないので、駅構内でなかなか寝れ
ないので、公園で寒いけど、毛布被ってみんなで寝
る）も行った。臨時シェルターはかつて越年期けっ
こう稼働して来たが、近年は現場が流動化していな
い現状なので利用者は出ていない（今季もゼロであ
った）が、一応、緊急体制は取っておいた。医療班
の面々も相も変わらず地味な活動を共にしてもらっ
ている。
酒を出さなぬところ（教会系はご法度）が多い

中、酒は例年通り２回のイベントで出した（飲めな
い人には「お茶」）。
仲間と一緒に飲む酒は格別であり、一年が終わ

り、一年が始まることを祝う酒である。飲める人も
飲めない人も、その良き新宿の雰囲気だけは、集団
行動、集団活動をメインでやって来た者だけが持つ
実感かも知れない。かつてほど暴れん坊は今は居な
いので、仲間の互助の潤いの酒になる。
気候もまた幸いした。東京は雪はちらついた時も

あったが、積もらず、氷点下の日も例年よりは少な
かった。
概ね、どうやらこうやら冬を越したのが実感であ

る。

それでも、今年も路上死は防げなかった。そんな
報が後からついて来る。

いくら関係性が深くとも、病院に行くと言うのは
それを抵抗をしている人を前にしたところで、限界
がある。それが医師であったとしても、その医師を
その人が信用しなければ同じである。我々は生きて
いるところでの関係性であり、働いているところで
の関係性であり、その延長が、困った時の関係性に
なると予測をしてしまうが、決してそうでもない。
困った時に逆に言いにくいと云う関係性をまた、作
ってしまう。そんな時は「おいこら、病院に行け」
と強制力を誰かが行使してくれれば良いのである
が、そうとも行かないのが今の時代でもある。

この冬亡くなった全ての仲間に無念追悼…。

……
越冬が終わりかけた頃、ホームレス自立支援法に

基づく、東京都の「第４次実施計画（案）」がしれ
っと発表された。
内容的にはあまり見るべきものはなく、予想の範

囲内であるが、ここにも含まれている各種統計で気

になるのが、路上生活者へのアンケート結果の「今
のままで良い」とする人々の増加と、路上生活者が
次のステップを目指すべく設立された「自立支援セ
ンターの無断退所率」の増加（ここら辺の数値は自
立率の低下問題もあるので、あまり公になっていな
のであるが）である。

「今のままで良い」問題は、色々と解釈がされて
いるようであるが、「当面、今のままで良い」から
「この際、仕方がないので、今のままで良い」「チ
ャンスがめぐるまで今のままで良い」「誰かに言わ
れて出ていきたくない。出ていくときは自分で決め
る。今はその時ではない」まで、その内実はかなり
幅広いと思うのであるが、それを解明する社会学者
は残念ながら居ない。
「今のままで良い」とするのであるから、行政は

何もしない、そうなりがちであるが、これは違う。
当人達を過酷な野宿生活の中「今のままで良い」

と言わしめているのが、今の対策の内実であると考
える人はいないのであろうか？　そこにあるのは
「絶望」であり、「諦観」である。それを自分の運
命として受け入れてしまっている辛さでもある。
自立支援センターは知っている。生活保護も何度

も受けた。でも、失敗した。
その昔、大島さんと言う50代のおじさんが中央

公園に居た。彼は当時「なぎさ寮」で就職活動のた
めのお金を借りた。でも、失敗した。再度役所に行
けばそれを返せと言わ、責められると言う恐怖（実
際そんなことはないが）の中、病気になっても病院
にいかず、テントの中で死んでしまった。
一度失敗した人が再びチャレンジするのは難しい

ものである。そんなことがあるので、自立支援セン
ター入所の「リピーター問題」に取り組んだことが
あったが、当事者からすれば、「もう一回」とお願
いするより「もういいや」と言って、意地を張る方
がかっこ良いと思われている。

「地域移行」と言うのであれば、その地でどのよ
うに暮らしていけるのかのイメージなくして言うべ
き言葉ではなく、それこそ、自立支援センターの退
所率の増加にみられる規則の強化であったり、門限
の問題であったり、居づらくして管理しようとする
発想のままでは、施設にせよ、アパートにせよ、い
ずれ、そこに人は居なくなる。
自立支援センターにもならず、生活保護でも、退

所率は高くなっている。この流れは、誰かが指摘
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し、真剣に議論をしていかないと止まらないであろ
う。
その意味では、今、議論がされ、来年までに形が

出来ると言われている「日常生活支援付き宿泊所」
は、かつてホームレス対策としてステップアップ方
式となり、未完のまま終わった「グループホーム」
がその位置になるであろうか？

『都内の借家は約310万戸、うち民営借家は約
243万戸あります。
借家全体のうち、1ヶ月当たりの賃料が5万円未

満の低家賃住宅は約67万戸。一方、約60万戸の借
家が空き家になっています。（データは「平成25
年住宅・土地統計調査結果」（総務省統計局））』
との記述が、この東京都の第４実施計画（案）にあ
るが、アパートに行くなら５万以下の物件に行け、
空き家もいっぱいあるぞと、けしかけているようで
ある。けれど、それは都心部ともなれば、木造、４
畳半程度、風呂なし、台所もあるかないか、収納も
なし、洗たく機を置くスペースすらなく、日当たり
悪し、駅から遠い、壁が薄く、共用部分はゴミだら
け、近隣の人付き合いも悪いし、大家もそこには住
んでもいない、そんな、昭和の頃の「下宿」を連想
させるアパートに行けと云われても、あまり積極的
に行きたがるものでもない。
そもそも、故あって都会の繁華街の同境遇の人々

が辛うじて暮らす周辺部にたどり着き、そこで仲間
と共同生活を作り始めた人々に対し、「ここは駄目
だから、どこぞの住宅街の中のアパートに行って自
分で関係性も作り、そこで暮らせ」と言われても、
それは、それで、酷と言うものである。
それでも良いとする人は居るだろうが、そう云う

人にも、その地域の中でどのように暮らしていける
のかを教示し、地域が意識的に包括していかないこ
とには、ゴミ屋敷になり、しまいには孤独死、特殊
清掃業者である。

どこに住むのかは、対策の側はあまり気にもして
いない。
高齢者やら困窮者が安心して暮らして行けるよう

な地域を作ってから「客」を呼ぶのが普通なのであ
るが、アパートを投資物件にし、「家主」の社会的
責任なんてのはあまり考えもしない物件や不動産屋
がとりわけ多いのが東京の都心部。
他方、都営住宅の場合は高齢者、高齢単身者が安

心して暮らせるような仕組みを年々作りながら、募

集をかけている。旧住宅局が民生局化を進めてい
るのは実に頼もしい限りであるが、残念なこと
に、公営住宅を増やすと云う住宅政策が東京都に
はない中、これだけ困窮者が高齢化しても、残念
ながら、こう云う居心地の良い場所にはなかなか
貧乏人は入れない。

「その人が、どこで、どのように暮らすのか？」
と云う発想を「ファースト」にしていかないと、
再開発で「ドヤ街」などが少なくなり、貧者が集
う場所も限定されてしまう都会の地では、それこ
そ意識して作らねば、その「場」は永遠に作れな
いのであろう。

しかし、「走りながら考える」としていた東京
都が、今度は「PDCAサイクル」である。

東京都「長期ビジョン」には、２０１４年８月
現在で１６９７人のホームレスについて、２０２
４年度には、すべて地域生活に移行させる目標が
掲げられている。このPlan(計画)から、いかなる
Do（実行）に到るのか？
まあ、我々の活動も、対策の側も、揃って「改

善」である。

「今のままで良い」なんて言わせない、そんな
魅力のある対策や、貧者が安心して暮らせる地域
を作ることが、我が身に降りかかった使命だと思
い、もちろん、そこにつなげていけるだけの応急
援護のやり方や自立支援のやり方を、工夫し、続
けていけるよう、我々も命ある限り孤軍奮闘する
しかないであろう。先人が倒れても、一緒に倒れ
て、次から次へと続かない悲しい戦場ではある
が、それも良し。我々は「今のままで良い」とは
言わないし、それを言ったら、何もかも終わって
しまい、25年前に戻るだけである。

平成と言う時代は、ホームレスを筆頭とする貧
困や辺境の問題に解決の糸口を見いだした時代で
あると、後々の歴史家に書かれるためには、今が
実に重要であったりもする。

まあ、どう書かれても知ったこっちゃないが。　

（了）　



2018年12月29日、高田馬場事務所前に
て、毎年恒例の「餅つき大会」が開催され
た。参加者はおよそ100名と、昨年と変わら
ず、シャワーの常連さん、戸山公園の仲間や
ら、新宿駅で寝ている仲間やら、近隣の宿泊
所で暮らす仲間や、NPO新宿の職員の人々や
利用者の人々。この日ばかりは多種多彩。
今年一年お疲れさまでしたと、食べて、飲

んで、餅ついてと、楽しい日を過ごしまし
た。
ビルのオーナーの関先生も見え、いつもの

ようにご挨拶。地域の人々も何だ、何だと顔
をのぞかせ、いつもはビルの谷間の地味な場
所も、一瞬の内に華やかになりました。
高田馬場には日本語学校が多くあることか

ら、国際色も豊か。それを不思議と思わず、
多種多様な人々がこの地域を利用したり、こ
の地域で暮らしたりしております。中にはホ
ームレスも居たり、生保で暮らす仲間も居た
り、自立支援で奮闘している仲間も居たり、
障害者も居たりと、かつて寄せ場のあった
（今も細々とあるが）このあたりも、今はそ
んな、他文化共生、多様性を認めあう、そん
な街に変貌を遂げています。
そんな関係が築ける街でありつづけてもら

いたいものです。

大晦日は、場所を新宿中央公園「水の広
場」に変え、これまた恒例の「越年まつ
り」。こちらも天候が良かったせいか、昨年
よりも多い100名近い仲間の参加。
この場で振る舞われた炊き出しのお米は、

越後いろりん村で仲間が作った今年度産「い
ろりん米」。そこへ長野研修で腕を振るった
仲間が作った信州産の「野沢菜」を載せたス
ペシャルメニュー。モツ煮込みもつけ、年越
し蕎麦もありと、お祭りらしく、食べ物も豪
華に。
ひびきみかさんのダンスショー、五十嵐正

史＆ソウルブラザーズのコンサート。さすら
い姉妹の路上劇と、出し物は、新宿を見続け
て来た固定メンバーの面々。往時より客は少
なく、焚き火もないが、それぞれ、楽しく演
じたり、踊ったりしてくれました。毎年、毎
年、ありがとうございます。おっちゃん達は
多いに元気づけられました。
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年末イベント報告　2018-19
新宿連絡会イベント班



Shinjuku Renrakukai News vol.756

医療班の越年期の活動は、2014年から連絡会の「おにぎりパトロール」に同行する訪問健康相談活動を
12月29日から1月3日まで行っていたが、今回はおにぎりパトロールのスケジュール変更に伴い、医療班も
活動内容を変更した。
今年のスケジュールは以下のようになりました。
12月29日（土）　高田馬場連絡会事務所での餅つき会場で健康相談
12月30日（日）　通常のおにぎりパトロール及び深夜パトロールに同行し訪問健康相談
12月31日（月）　中央公園の年越しイベントに机だし健康相談
1  月  3日（木）　深夜パトロールに同行し健康相談
1  月  4日（金）　福祉申請付添
1月1日･2日はオンコール態勢で自宅待機とした

医療班参加ボランティア 延べ29名：医師7、歯科医師5、看護職6、薬剤師7、社会福祉士1、一般3

12月30日          東口ルート　  西口ルート　明治公園ルート　深夜パト     合計（延べ数）
野宿総人数：　　　　　59　　　　　56　　　　　 10　　　　  約70　　　　   125　
医療班対応者数：　　　24　　　　　19　　　　　  8　　　　  　15　　　　     66
血圧：　　　　　　　　  3　　　　　  6　　　　    4　　　　    　0　　　　     13
診察：　　　　　　　　  0　　　　　  0　　　　 　0                   0　　　　       0
紹介状：　　　　　　　  0　　　　　  0　　　　    0　　　  　  　0　　　　　    0
薬：　　　　　　　　    23 　　　　  15　　　       8　　　　  　13　　　　     59

12月29日　  12月31日　     1月3日深夜　     合計（延べ数12月29日から1月3日）
野宿総人数：　　　  約100　　　 約100　　　　   102　　　　     約500　　　　   　
医療班対応者数：　　　26　　　　　 36　　　　   14　　　　     　142　　　　    
血圧：　　　　　　　　14　　　　　  7　　　　　  4　　　　       　34　　　　    
診察：　　　　　　　　 0　　　　　   0　　　　　  0                       0　　　　       
紹介状：　　　　　　　 0　　　　　   0　　　　　  0　　　  　    　  0　　　　　   
薬：　　　　　　　　   17 　　　　   31　　　      13　　　　        120　　　　     

提供薬：風邪薬76、鎮痛薬13、胃腸薬39、湿布23、軟膏22、マスク34、絆創膏12

診察･紹介状は無しという結果でしたが、12月31日に2名の方の相談を受けました。
1名は40代女性で精神障害年金手続き中、就労希望強く生活保護や医療は希望せず、女性シェルターに相談
するも結局ネットカフェに行っていただきました。もう1名は50代男性で椎間板ヘルニア･アルコール依存
症罹患、12月上旬に生活保護で入所していた寮を自己退所した。1月4日福祉相談。　
1月1日･2日は特に問題がなく自宅待機のままでした。

2019年2月9日　新宿連絡会医療班　大脇甲哉

新宿連絡会医療班越年期集中活動報告　2018-19年
新宿連絡会医療班　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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響も言及された。支援の途切れについて「シ
ェルターを出された」「炊き出しが一斉に終
わる1/4、5がきつい」。仕事関係は「並び」
「7日から雑誌集め復帰」など。
調査は元からの仲間が主で、振る舞い方を

知っている。かつて越年は新規流入に気をつ
けた。今はあまり目立たなく感じる。
他地域と連携は温度差があり、意図的に進

めにくい。とりあえず小規模多機能に徹する
のが指針の一つ。結果として選択肢が増えれ
ばよし。
こちらのさじ加減で、命運を左右するのは

おこがましい。支援が人を生かすのでなく、
人が支援を活かす。そんなふうに自制し、新
宿の街を歩きます。

2018~19の越年パトロールは、規模を切り
詰めた。12/30の17:00~20:00、医療班を伴い
広域でおにぎり、1/1~3の22:00~24:00、駅周
辺で毛布・カイロ・携行食を配った。縮小の
理由として、人手不足が響いた。18年に新た
に活動へ参加したのは15名弱、定着は1~2名に
とどまった。この陣容で連日、作業するのは
難しかった。
最近の経験から、密に日程を組まず大丈夫

の判断も働いた。前後の期間に問題が続いた
ため、そちらへ意識を向けた。11月中旬~12月
初めにかけ、体調の危ぶまれる相手へ週に3度
の見守りを行った。役所の計らいで、暮れを
待たず入院へ至ったと思われる。年明けに2
件、救急搬送があったが軽症で同乗しなかっ
た。強い寒気はなく、ほぼ無事に終えた。
40名の野宿者に対し、聞き取りを試みた。

14年に炊き出しをやめた際は、苦情が多かっ
た。今回、こちらの態勢へ不満は聞かれなか
った。年末年始の取り組みにつき、23区西部
を地域、要素ごとに4分類した。期間中、一度
でも利用したものを列挙してもらった。項目
と結果は以下の通り。
支援を「全く使わず」が11、うち2は「知人

宅など宿泊先あり」。①~④のいずれか単独利
用が計15、複数併用が14。12が新宿がらみ、
ご当地ゆえと思われる。教会を含むのが7、融
通のきく利便性をうかがわせた。②と③の併
用はゼロ、「渋谷、池袋は時間が重なるか
ら」。
期間中の行動を「普段と同じ」としたのが

9、うち4が利用皆無、5が単独で。少資源で足
りる、自活度の高い層といえる。期間後の影

パトロール班報告　2018-19越年期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新宿連絡会パトロール班　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



Shinjuku Renrakukai News vol.758

●活動カンパ 振込は、　郵便振替口座00160-6-190947「新宿連絡会」まで。

オンラインカンパは、http://www.giveone.net/「Give One（ギブワン）」(登録NPOを探すをクリックし新宿連絡
会を見つけて下さい。）からだとジャパンネット銀行、クレジットカードで寄付が可能です。

●郵便物、物資カンパの送付先は以下の住所にお願いします
★郵便物は
〒169-0075　東京都新宿区高田馬場2-6-10関ビル106号　新宿連絡会　宛てでお願いします。　

勘定科目　　　　　　　金額 勘定科目　　　　　　金額
１計上収入の部
１寄付金収入

計上収入合計

Ⅱ計上支出の部
１事業費
弁当おにぎり事業
越年越冬事業
その他活動事業
２管理費
旅費交通費
通信費

消耗品費
事務用品費
事務所費分担金
衛生管理費
支払手数料
車両費
修繕費

計上支出合計
計上収支差額
前期収支差額
次期繰越金

995,000

995,000

74,700
643,322

0

12,300
3,000

13,501

120,000
5,000
260

18,700
0

890,783
104,217
46,993
151,210

2018年度 11月～2月新宿連絡会収支報告

新宿連絡会  会計報告 この冬のご支援、ありがとうございます。これから更に規模は小さく
なるとは思いますが、その分、路上から「地域」への橋渡しの役割が大
きくなってくると思われます。皆様方からのご寄付をどう有効に使って
いけるのか？色々と検討しながら前へ進みたいと思います。
引き続きのご支援、宜しくお願い致します。

越年概数調査報告
2018-19

越年中、概数調査をした。終電後、各地点
で野宿者を数えた。合計は昨季とほぼ同じ。
早い時間帯も横ばいなのとあわせ、全体的に
変化なかったといえる。流入や規制が少なか
ったせいだろう。部分的な移動、入れ替えに
とどまったと思われる。いくつか説明をつけ
られる。

「千駄ヶ谷駅」は昨季まで「神宮外苑」として
いた。国立競技場新設のため範囲が狭まった。現
時点で、五輪の影響を特に受けている。「東口」
などの駅周辺は再開発や改修により、人の動線が
変わる。しばらくすると落ち着き、増減を繰り返
す。他は当事者側の事情によるだろう。老いにつ
れ医療や福祉へ転出、命がけでしがみつく義理は
ない。


